『國民新報』1940年1月7日　
[主張]　紀元二千六百年

　昭 (せう)和 (わ)十五年！それは輝 (かがや)かしい皇 (こう)紀 (き)二千六百年である。同 (どう)時 (じ)に日 (につ)韓 (かん)併 (へい)合 (ごう)三十周 (しう)年に當 (あた)る。時 (とき)恰 (あたか)も興 (こう)亞 (あ)の聖 (せい)戰 (せん)中 (ちう)である。東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)正 (まさ)にその緒 (ちよ)に就 (つ)かんとする非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)であり、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)である。一億 (おく)の民 (たみ)は心 (こころ)を一つにして、第 (だい)一線 (せん)に立 (た)つた兵 (へい)士 (し)の氣 (き)持 (もち)で、己 (おのれ)を忘 (わす)れて御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)をしなければならぬ時 (とき)である。斯 (かゝ)るが故 (ゆえ)にこそこの紀元二千六百年歌 (か)は意義 (いぎ)が深 (ふか)いのである[footnoteRef:1]。 [1:  「歌」の文字は誤植であろう。単行本『同胞に告ぐ』では消されている。] 

　皇 (こう)紀 (き)二千六百年！すめらみくには成 (せい)長 (てう)と向 (かう)上 (じやう)の一路 (ろ)を辿 (たど)つて、彌榮 (さか)える今 (こん)日に至 (いた)つた。今 (いま)や先 (ま)づアジア十億 (おく)の諸民 (しよみん)族を、ありがたき皇 (こう)道 (どう)の光 (ひかり)の中 (なか)に攝 (せつ)し、この神津國 (くに)のあら[た]かさと正 (ただ)しさと光 (くわう)榮 (えい)とを、洽 (あまね)く彼 (かれ)等 (ら)に頒 (わ)けやうと、吾 (わが)祖 (そ)國 (こく)は起 (た)つたのである。世 (せ)界 (かい)の現 (げん)勢 (せい)を觀 (み)よ。日 (につ)本 (ぽん)程 (ほど)ありがたい國 (くに)が又 (また)何 (ど)處 (こ)にあるか。この君 (きみ)の民 (たみ)として生 (せい)をこの國 (くに)に享 (う)けたことは何 (な)んと仕 (し)合 (あわ)せなことであらう。誠 (まこと)に忝 (かたじけ)なさに涙 (なみだ)こぼるゝことである。
　併 (へい)合 (ごう)三十周 (しう)年！朝 (てう)鮮 (せん)二千四百萬民 (みん)衆 (しう)は明 (めい)治 (じ)天 (てん)皇 (のう)のありがたき思 (おぼし)召 (めし)によつて、この日 (につ)本 (ぽん)の臣民 (しんみん)となつたのだ。そして今 (いま)や　天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)たることの如何 (いか)にありがたく光 (くわう)榮 (えい)あることであるかを心 (こころ)から感 (かん)ずることゝなつたのだ。朝 (てう)鮮 (せん)の民 (みん)衆 (しう)は、わが大君 (おおきみ)のために、みづく屍 (かばね)、くさむす屍 (かばね)となることを喜 (よろこ)び勇 (いさ)むことゝなつたのだ。そしてはえある大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝國 (ていこく)を護 (まも)り、千代 (よ)に八千代 (よ)に、この國 (くに)の彌榮えを増 (ま)すところの神 (しん)聖 (せい)なる責 (せき)任 (にん)と義 (ぎ)務 (む)の負 (ふ)擔 (たん)者 (しゃ)となつたのである。
　朝鮮の民よ。古き小さき感情をば、この時にこそ清算せよ。そして祓清められたる新しい、大きい心に生きやう。今や吾等の故郷は小さき朝鮮半島でないのだ。日の丸の御旗の閃く所そこは皆吾等の故郷であるのだ。北は千島、南は新南群島の果てまで、凡て吾等の子孫の守るべき樂園であるのだ。一億の天皇の赤子は凡て吾等の同胞なのだ。吾等の子孫は、忠と力とさへあれば、帝國を背負つて立つ國家の中心人物にもなり得るのだ。未だに取除かれて居ない多少の差別を苦にしてはならない。吾等の忠誠は近き將來にこの差別までも一掃することであらう。而してそれは唯だ吾等の忠誠だけなのだ[。]廣大無邊たる天皇の仁慈は、吾等二千三百萬の朝鮮民衆をば完全なる一視同仁の御懐に抱き給はん日の一日も早からんことを御待ち遊ばさるゝことゝ拜察したてまつるだに畏いことである。
　さらば朝鮮民衆よ。皇紀二千六百年を吾等は何によつて壽ぎ、何によつて記念しやうぞ。それは他ではない。益々積極的に、天皇に對したてまつる忠誠を奮ひ起して、立派な、頼もしき臣民になり切ることにあると思ふ。
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